
臨時災害放送局用設備の貸与

 災害によって通信・放送が途絶した状況となっても、地域住民に対してＦＭラジオ放送で情報を伝達できる

『臨時災害放送局用設備』を地方公共団体等の要請に基づき無償で貸与します。

 速やかにＦＭラジオ放送を開始できるよう支援します。

臨災局

土砂

崩落

停電

火災

発生

災害発生！

家屋

倒壊 断水

通信

途絶

行方

不明

市民から
の情報

火災の情報

被災状況の情報

災害対策本部

情報

収集

対策

会議
まとめた情報
を臨災局へ

ＦＭラジオ放送で情報を送信

情報交換

ＦＭラジオ放送で避難生活を支援

FMラジオを

聴取して

情報を収集
給水

情報

安否

確認
仮設風呂

情報

炊き出し

情報

【連絡先】 信越総合通信局 １ TEL 026-234-9938（平日） ２ TEL 090-2329-9608

放送課 090-3145-9497（夜間・休日） （１の連絡先につながらない場合）



臨時災害放送局用設備の概要

《外観》

臨時災害放送局（臨災局）とは

• 被災された住民に向けて救援や生活支援等に必要な情報を提供するため、地方公共団体等が臨時かつ一時的

に開設するＦＭラジオ放送局

• コミュニティFM局が臨時災害放送局になることも可能

臨災局の開設するには
電話等で申請すれば迅速に免許（臨機の措置）

設備の貸与

地方公共団体等の要請により臨時災害放送用設備を無償＊貸与 ＊ 借受者が運用・保守等に係る費用を負担

※無線従事者の選任、
開局申請が必要

《諸元》
コミュニティ放送局との主な違い
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